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１　年度毎の基準価格

年度 基準額（千円） 備考

令和９年度 112,546 消費税及び地方消費税含む

令和10年度 112,546 〃

令和11年度 112,546 〃

令和12年度 112,546 〃

令和13年度 112,546 〃

　指定管理料の金額については、次の年度毎の基準額を上限とする範囲内で
提案してください。（消費税及び地方消費税を含む）

　上限を超える提案は、資格審査で失格となりますので、十分注意してくだ
さい。

※現在、県では行政改革に取り組んでおり、各年度の当初予算協議の結
果によっては、指定管理料は変動する可能性があります。

1



令和４年度  指定管理者を公募により選定し、公益社団法人ひょうご農林機構を指定
　　（指定期間：令和４年度～令和８年度）

  （指定期間：平成29年度～令和３年度）

平成４年度　「兵庫県三木山森林公園設置及び管理に関する条例」制定 　　　　　　　　　

平成28年度  指定管理者を公募により選定し、公益社団法人兵庫みどり公社
  （指定期間：平成24年度～平成28年度）

平成５年度　管理運営を社団法人兵庫県造林緑化公社

平成23年度  指定管理者を公募により選定し、社団法人兵庫みどり公社

２　兵庫県立三木山森林公園の概要

(１)　設置の目的

(２)　沿　　革
昭和59年度　用地取得
昭和60年度　基本計画の策定、決定
平成３年度　一部供用開始

　「人と森林の共生」をテーマに多様な森林を育成するとともに、豊かな緑の中で、
多くの県民の方々が、文化活動及びレクリエーション活動を行うことにより、「森と
のふれあい」を深めるため設置された。

　今後は、年間６０万人余りの集客のある森林公園として、開園以来培ったノウハウ
を継承し、森林公園の施設や特徴を生かした森林環境学習、生物多様性保全などの環
境分野の要素を含め、より質の高いサービスを提供すること、県民の参画やボラン
ティア組織との連携を強化していく必要がある。

平成18年度  指定管理者制度の導入により、社団法人兵庫みどり公社を指定
平成20年度  指定管理者を公募により選定し、社団法人兵庫みどり公社を指定

　（令和３年度から公益社団法人ひょうご農林機構）を指定

  （公益社団法人兵庫みどり公社）へ委託

  （指定期間：平成21年度～平成23年度）

  （平成25年度から公益社団法人）を指定

   本格開園（平成５年５月23日）

  （平成5年3月29日）
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合　　計
年度 入園者数 展示室 研修室 会議室 茶　　室 森の小劇場施設利用計 附属設備
　

件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数

５ 100,365 40 44 7 28 0 0 0 1 120 215 335

６ 227,170 86 75 27 58 29 0 0 5 280 584 864

７ 273,180 77 45 31 64 45 10 443 3 718 533 1,251

８ 349,280 126 59 42 41 44 27 876 2 1,217 820 2,037

９ 378,860 118 63 13 60 47 21 1,041 2 1,365 824 2,189

10 404,590 134 75 27 109 46 30 1,117 7 1,545 878 2,423

11 459,540 130 58 25 149 45 24 1,142 6 1,579 828 2,407

12 474,100 138 75 21 128 33 31 1,121 4 1,551 946 2,497

13 543,740 132 86 18 115 31 26 1,294 2 1,704 978 2,682

14 550,462 148 109 24 151 25 21 1,282 2 1,762 965 2,727

15 548,080 138 70 20 103 24 20 1,302 1 1,678 852 2,530

16 561,999 170 119 38 202 43 32 1,454 6 2,064 153 2,217

17 581,751 194 101 48 201 46 15 1,600 3 2,208 158 2,366

18 590,883 172 120 51 241 53 35 1,512 3 2,187 133 2,320

19 595,283 189 107 63 272 41 18 1,544 6 2,240 190 2,430

20 588,642 188 113 50 279 48 26 1,563 4 2,271 193 2,464

21 579,156 184 99 69 262 49 19 1,799 5 2,486 181 2,667

22 584,852 204 98 25 79 286 43 36 2,177 7 2,955 180 3,135

23 570,553 212 93 140 86 234 40 69 2,493 8 3,375 172 3,547

24 604,433 200 91 88 100 243 31 57 2,722 4 3,536 163 3,699

25 606,423 234 99 101 95 252 37 61 2,836 4 3,719 168 3,887

26 604,387 222 107 79 93 268 32 188 2,657 5 3,651 154 3,805

27 617,547 234 100 60 105 267 32 290 2,716 8 3,812 169 3,981

28 607,732 222 82 55 92 291 25 285 2,873 4 3,929 138 4,067

29 598,599 214 76 58 76 270 25 249 3,231 2 4,201 142 4,343

30 565,491 214 94 103 72 239 20 243 3,244 3 4,232 158 4,390

R1 572,703 176 72 78 46 204 15 232 3,260 2 4,085 132 4,217

R2 513,412 108 21 104 25 130 7 202 2,938 3 3,538 93 3,631

R3 577,361 197 54 126 29 152 16 229 2,873 4 3,680 144 3,824

R4 568,002 191 44 134 35 206 26 241 2,826 2 3,705 159 3,864

R5 553,378 178 55 139 56 199 18 231 2,403 2 3,281 166 3,447

R6 524,091 176 51 120 47 217 30 224 2,116 0 2,981 139 3,120

R7 488,833 161 40 99 43 212 25 224 2,040 1 2,845 130 2,975

合計 16,964,878 5,507 2,595 1,509 1,653 6,133 1,071 3,416 62,495 121 84,500 11,838 96,338

(３)　年度別施設利用実績及び入園者数

(施設+附
属設備)

音楽ホール
多目的
ホール

専用利用 共同利用

森のクラフト館
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(４)　施設一覧
　 ア　利活用ゾーン

施　設 施設の概要 建築年 延面積等

森の文化館

管理事務所、音楽ホール（定員280名）、多目
的ホール（定員60名）、会議室Ａ（定員25
名）、プレイルーム、展示室「森の風美術
館」、常設展示室、レストラン

平成５年 2,923.90㎡

森の研修館
研修室（定員 80名）、会議室Ｂ（定員 35
名）、図書室、緑の相談室、リーダー・コン
パニオン室、トイレ　（木造）

平成３年 747.94㎡

森のクラフト館
工作室Ａ（定員40名）、工作室Ｂ（定員20
名）、トイレ、展示室、機械室

平成７年 463.41㎡

茶室・休憩所
六畳、八畳、四畳半小間、水屋、野点庭、腰
掛待合、立礼土間、中庭、休憩所、トイレ
（木造）

平成６年 243.45㎡

森の小劇場
野外ステージ（定員200名）、トイレ棟 （鉄
筋コンクリート造）

平成４年 約1,000㎡

森のバーベキュー広場
８サイト（１０～１２人／サイト）、炊事棟
兼詰所・倉庫、洗い場棟、トイレ棟 （木
造）

平成９年 約3,900㎡

展望休憩舎
ツツジ尾根をとおるハイキングコースの中程
にある３階建ての展望施設（鉄筋コンクリー
ト造）

平成６年 67.05㎡

トイレ３棟（木造、鉄筋コンクリート造） 平成５年

他東屋２棟等 ～８年

広　場
エントランス広場、大芝生広場、イベント広
場、ウッディ広場、ピクニック広場

平成５年 37,093㎡

駐車場

第１駐車場（普　179台）
第２駐車場（普　150台）
第３駐車場（普　 57台）
大型バス　（３台）

　イ　広場
施　設 面積等

エントランス広場 10,717㎡

大芝生広場 17,630㎡

イベント広場  4,665㎡

ウッディ広場  1,291㎡

ピクニック広場  2,790㎡

　ウ　森林
施　設 面積等

遊歩道 14Km

もみじ谷 約６ha

ボランティアの森 約10ha

　エ　その他
施　設 面積等

車庫・倉庫 105.00㎡

森の三角橋 12ｍ

上池橋 19ｍ

大芝生広場と森をつなぐ木造の橋

エントランス広場と大芝生広場の間の上池にかかる木造の浮
き橋

イロハモミジが列植され、秋の紅葉を楽しんでもらう目的で
整備されている谷

ひょうご森の倶楽部の活動場所として提供（公園正門東に隣
接する非供用区域）

施設の概要

維持管理のための道具等を格納

園内で最大面積の芝生広場。広場内に上池と下池、２つの池
をつなぐ流れ、林縁部にはポケット広場などがあり、水辺か
ら森まで憩いの場として楽しめる広場

園内で一番高い位置にある広場。広場沿いには、サツキ、モ
ミジバフウなどが植えられ、季節を感じながら各種イベント
等に使える広場

木をテーマにした各種木工が楽しめるクラフト館を中心にア
スレチックコーナーには木製遊具を多数配置

ピクニックに最適な芝生広場。アカマツ林に囲まれ、広場近
くに、大芝生広場を望めるあずまやを配置

施設の概要

三木山森林公園の森の散策や観察したりするハイキングコー
ス

屋外トイレ他 74.06㎡

389台収容

施設の概要

公園の玄関として、季節ごとに花を楽しめる花壇や花・紅葉
を楽しめる樹木、カスケードなどを配置
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(５) 管理運営

(６) 現行の職員配置状況（令和８年４月１日現在）

区　　分 担当業務内容 職員配置

所長 統括責任者 １人（嘱託１）

課長 管理運営責任者 １人（職員１）

管理担当 経理・庶務 １人（嘱託１）

管理運営担当 施設管理（文化館・研修館・ｸﾗﾌﾄ館・茶室） ６人（嘱託６）

企画運営担当 森林づくり　生物多様性に係る企画指導 ２人（嘱託２）

イベント企画 １人（職員１）

森林づくり・樹木管理担当、園内管理
現場担当

１人（職員１）

環境学習担当
環境学習・生物多様性の取組、緑化相談、
園内巡視 １人（嘱託１）

１４人計

　「兵庫県立三木山森林公園の設置及び管理に関する条例」に基づき、平成５年５月開園当初から公益
社団法人兵庫みどり公社が、管理運営を受託してきた。
　平成１８年度からは、同公社が、指定管理者として管理運営を行っている。
　(令和3年度より公益財団法人ひょうご農林機構）

指定管理者
公益社団法人ひょうご農林機構
兵庫県立三木山森林公園管理事務所

（管理運営の協定（H18～R9））
兵庫県
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(７)　管理経費
ア　収入

備　　考

124,144 千円 108,241 千円 128,798 千円 122,025 千円

4,773 千円 4,655 千円 4,483 千円 4,331 千円

9,524 千円 8,956 千円 8,718 千円 8,148 千円

1,636 千円 757 千円 687 千円 559 千円

975 千円 54 千円 245 千円 50 千円

141,052 千円 122,663 千円 142,931 千円 135,113 千円

※消費税及び地方消費税含む

イ　実績

備　　考

62,474 千円 65,032 千円 70,488 千円 64,965 千円 給料、賃金、法定福利費　等

26,456 千円 23,700 千円 26,513 千円 24,190 千円
設備管理費、警備保安費、環境衛生管
理費、森づくり事業費、周辺植栽管理費
等

35,234 千円 30,911 千円 38,425 千円 36,554 千円
事務所経費、光熱水費、消耗品費、修繕
費、消費税納付額　等

16,830 千円 5,793 千円 7,491 千円 9,401 千円

140,994 千円 125,436 千円 142,917 千円 135,110 千円

※消費税及び地方消費税含む

ウ　実績額のうち主なもの

備　　考

17,177 千円 17,785 千円 18,174 千円 18,547 千円

720 千円 885 千円 843 千円 850 千円

653 千円 1,646 千円 3,798 千円 2,658 千円

5,174 千円 5,793 千円 7,491 千円 9,401 千円

※消費税及び地方消費税含む

エ　有料施設利用状況
備　　考

利用件数 191 件 178 件 176 件 161 件

利用料金額 2,203 千円 2,001 千円 1,932 千円 1,830 千円

利用件数 44 件 55 件 51 件 40 件

利用料金額 185 千円 244 千円 215 千円 215 千円

利用件数 134 件 139 件 120 件 99 件

利用料金額 280 千円 371 千円 250 千円 227 千円

利用件数 35 件 56 件 47 件 43 件

利用料金額 90 千円 200 千円 157 千円 164 千円

利用件数 206 件 199 件 217 件 212 件

利用料金額 330 千円 331 千円 350 千円 340 千円

利用件数 26 件 18 件 30 件 25 件

利用料金額 108 千円 71 千円 128 千円 116 千円

利用件数 241 件 231 件 224 件 224 件

利用料金額 325 千円 308 千円 306 千円 306 千円

利用件数 2,826 件 2,403 件 2,116 件 2,040 件

利用料金額 278 千円 226 千円 202 千円 190 千円

利用件数 2 件 2 件 0 件 1 件

利用料金額 5 千円 5 千円 0 千円 3 千円

利用件数 159 件 166 件 139 件 130 件

利用料金額 969 千円 898 千円 943 千円 940 千円

利用件数 3,864 件 3,447 件 3,120 件 2,975 件

利用料金額 4,773 千円 4,655 千円 4,483 千円 4,331 千円

※消費税及び地方消費税含む

利用料金収入

そ の 他 収 入

計

項　目 令和４年度 令和５年度

補助金等収入

雑収入

令和６年度 令和７年度

指 定 管 理 料

令和６年度

令和６年度

（特殊事情）
そ の 他 経 費

間 接 費

計

令和５年度

人 件 費

通 信 費

項　目 令和４年度 令和５年度

令和６年度

令和７年度

令和７年度

令和７年度

事 業 費

小規模修繕費

会議室Ａ（森の文化館）
会議室Ｂ（森の研修館）

施設名

音楽ホール

展示室

令和４年度 令和５年度

委 託 修 繕 費

研修室

工作室
（専用利用）

合計

工作室
（共同利用）

森の小劇場

ピアノ等

項　目 令和４年度

多目的ホール

光 熱 水 費

会議室
（Ａ・Ｂ）

茶室
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（８）利用料（令和8年度現在）

※基準額については兵庫県立三木山森林公園の設置及び管理に関する条例（第4条、第7条）

　利用料金

7



（９）貸与備品一覧　(R8.4.1時点）
区　　分 品　　　　目 形質・型式 数量 導入年度 備　考 購入年月日

森の文化館 黒板（ボードファクス） プラス　44-076 1 平成３年度 会議室Ａ H3.10.31

森の文化館 ビデオデッキ
シャープ　VC-
BS400

1 平成４年度 H4.11.18

森の文化館
コーナーソファー（ホワイ
エ用）

オカムラ
8355BG(F583)

6 平成４年度 H5.3.31

森の文化館 演壇 コクヨ　 WA-CIRN 1 平成４年度 H5.3.31
森の文化館 サイドカーテン（ﾚｰｽｶｰﾃﾝ） 1 平成26年度 H27.3.26

森の文化館 ロールスクリーン
タチカワ 大型タイ
プ　バラード

1 平成４年度 H5.3.31

森の文化館 電動ブラインド
立川ブラインド ル
ミスター80

1 平成４年度 H5.1.28

森の文化館 日本画「碧い入江」 1 平成４年度 H5.3.31
森の文化館 日本画 「祷の樹」 1 平成４年度 H5.3.31
森の文化館 額縁 2 平成４年度 H5.3.31
森の文化館 事務机 オカムラ　D101ZZ 1 平成４年度 H5.3.31
森の文化館 グランドピアノ ヤマハ　CFⅢ 1 平成５年度 H5.4.30

森の文化館 グランドピアノ用自在イス
ビニールレザー張
り

1 平成５年度 H5.4.30

森の文化館 グランドピアノ用運搬車
ヤマハグランドピ
アノ用

1 平成５年度 H5.4.30

森の文化館
展示備品一式　（パネル
セット一式）

パネル30枚 1 平成５年度 H5.3.31

森の文化館 ピアノ自在イス
ビニールレザー張
り

1 平成６年度 H7.3.30

森の文化館 屋外用時計
ＳＥＩＫＯ QFC-
783

1 平成６年度 H7.3.30

森の文化館 冷蔵庫 三菱　MR-Y40X 1 平成12年度 H12

森の文化館 空気清浄機
ﾀﾞｲﾚｸﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ FC-
20SⅡ

1 平成14年度 H15.3.31

森の文化館 デジタルカメラ キャノン　EOS10D 1 平成14年度 H15.3.31

森の文化館 業務用ＭＤ設備
TASCOM  MD-CD-１B
－MKⅢ

1 令和元年度 R元

森の文化館 日本画「水芭蕉の頃」
野村はるみ作　60
号

1 平成17年度 H17.4.1

森の文化館 野鳥カメラ（展示室） エルモPTC-400C 1 令和元年度 R元
森の文化館 演台（音楽ホール） コクヨ　 WA-121NN 1 平成18年度 H19.3.19

森の文化館 ベビーシート（授乳室）
コンビ
NS02+NS04RB

1 平成18年度 H19.3.31

森の文化館 ベンチ（授乳室） コンビ　NB02B 1 平成18年度 H19.3.31
森の文化館 ダストボックス（授乳室） 1 平成18年度 H19.3.31
森の文化館 電動自転車 ヤマハ ﾊﾟｽ ﾅﾁｭﾗﾚ ｽｰﾊﾟ1ー 平成23年度 H23.3.25
森の文化館 洋画「風の中」 小林欣子作　100号 1 平成23年度 受贈・美術品　文化館１階 H23.8.25

森の文化館
洋画「Jupiter－慶びをもた
らすもの」

小林欣子作 1 令和３年度 受贈・美術品　文化館１階 R3.7.1

森の文化館 長椅子　　　　イス プラス　03-288 1 平成２年度 H3.2.29

森の文化館 液晶テレビ
シャープ46型 LC
－46DZ3-S

1 平成22年度 H22.11.16

森の文化館 演台
ライオン（オカム
ラ4311BZ）

1 平成３年度 H3.10.31

森の文化館 黒板（ボードファクス） プラス BF-010　44-06844-076　　1 平成２年度 H3.3.30

森の文化館 金庫 1 令和６年度
管理協定書第22条第1項
に基づく委託備品
（～R9.3.31）

R7.3.11

森の研修館 両袖机 オカムラ　D101ZZ 1 平成３年度 H4.2.25
森の研修館 打合せテーブル オカムラ　8192FC 1 平成３年度 H3.10.31
森の研修館 打合せテーブル オカムラ　8192FC 1 平成３年度 H3.10.31
森の研修館 アームーチェア コクヨ　 CE-45KSN 2 平成３年度  応接セット　応接室 H4.2.28
森の研修館 ソファー コクヨ　 CE-43KSN 1 平成３年度  応接セット　応接室 H4.2.28
森の研修館 アームレスチェア コクヨ　 CE-40KSN 1 平成３年度  応接セット　応接室 H4.2.28
森の研修館 スツール コクヨ　 CE-41KSN 1 平成３年度  応接セット　応接室 H4.2.28
森の研修館 テーブル コクヨ　 MG-17TT 1 平成３年度  応接セット　応接室 H4.2.28
森の研修館 電話交換機 日立　MX01 1 令和４年度 R4.9.14

森の研修館 百葉箱
マイゾックス　75
型

1 平成４年度 H5.3

森の研修館 自記雨量計
大日計器製作所
34-HT

1 平成４年度 H5.3

森の研修館 自記温湿度計
佐藤計量器製作所
ｼｸﾞﾏ Ⅱ型

1 平成４年度 H5.3

森の研修館 プラズマテレビ
パナソニック
TH37PA20

1 平成15年度 受贈 H15.12.26

森の研修館 単傾斜型書架
イトーキ LTSW-
1843SO

2 平成15年度 H16.3.29

森の研修館 応接セットイス
オカムラ　8391FR-
F

6 平成４年度 応接セット H5.3.31

森の研修館 センターテーブル
オカムラ　8371TA-
X

1 平成４年度 応接セット H5.3.31
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森の研修館 応接イス オカムラ　8149DA 4 平成４年度 応接セット H5.3.31

森の研修館 センターテーブル
オカムラ　8147DT-
W116

1 平成４年度 応接セット H5.3.31

森のｸﾗﾌﾄ館 自動一面かんな盤
㈱鈴三鉄工所　GN-
35

1 平成６年度 H7.3.31

森のｸﾗﾌﾄ館 手押しかんな盤 TAKAGI　FM-12 1 平成６年度 H7.3.31

森のｸﾗﾌﾄ館 丸鋸昇降盤
横井工業㈱　AB-D-
16

1 平成６年度 H6

森のｸﾗﾌﾄ館 集塵機 ムラコシ　MY200型 1 平成15年度 H7.3.31

森のｸﾗﾌﾄ館 糸鋸盤(スタンドタイプ)
旭工業　スクロー
ラ800

2 平成６年度 H7.3

森のｸﾗﾌﾄ館 金工工作台
㈱トップマン
5265-011

8 平成６年度 H6

森のｸﾗﾌﾄ館 小物収納ラック 4 平成６年度 H7.3
森のｸﾗﾌﾄ館 ディスプレイキャビネット 1 平成６年度 H7.3
森のｸﾗﾌﾄ館 精密角度定規（丸鋸用） US1200型 1 平成16年度 H17.3.31

森のｸﾗﾌﾄ館 丸鋸盤　横切り
桑原製作所　KS-
T1300E

1 平成11年度

森のｸﾗﾌﾄ館 角のみ盤 常磐工業　MH-30A 1 平成11年度

森のｸﾗﾌﾄ館 バンドソー 日立工機　CB-75FA 1 平成７年度 H8.3.29

茶　　室 置水屋
カリモク
GW3073HN

1 平成５年度 H6.3.22

茶　　室 風炉釜 宝積正一作 2 平成５年度 H6.3
茶　　室 炉縁 輪島真塗 2 平成５年度 H6.3
茶　　室 朝鮮風炉 正直造釜・宗辰作 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 唐銅面取風炉 一ノ瀬宗辰作 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 紫交趾竹ノ絵水指 中村翠嵐作 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 萩焼茶碗 田原陶兵衛造 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 茶碗（黒楽） 杉本貞光造 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 黒釉金銀笹茶碗 道八造 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 唐津焼茶碗 井上東也造 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 高菊桐蒔絵大棗 吉田華正作 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 紋唐松蒔絵平棗 吉田華正作 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 高取肩衝茶入 亀井楽山作 1 平成６年度 H7.1.31
茶　　室 立礼棚 （末広棚） 1 平成６年度 H7.3
茶　　室 棚（三友棚） 表完作 1 平成６年度 H7.3
茶　　室 立礼棚（御園棚） 1 平成27年度 H28.3.3

森の小劇場 スピーカ 2 平成２年度 H3.3.29

車庫倉庫 乗用芝刈り機
クボタ　ゼロ旋回
モア　CZD-15

1 平成15年度 H16.2.24

車庫倉庫 乗用芝刈り機
アテックス刈場王
Ｒ955

1 平成26年度 H27.3.24

車庫倉庫
エンジン式ロープウインチ
一式

ｷｬﾌﾟｽﾀﾝﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ
NS1200 １式

1 令和３年度 R4.3.24

屋　　外 注意看板
「ゴミ・ペットの
フン処理等」

2 平成14年度 H14.6.25

屋　　外 注意看板
「噴水へ上らな
い」

1 平成14年度 H14.7.16

屋　　外 野鳥写真看板 1 平成14年度 H15.1.17
屋　　外 進入路案内板 「開園・休園」 1 平成15年度 H16.3.30
屋　　外 案内看板 2000×1800 1 平成23年度 H23.11.8
屋　　外 炭化装置一式 1 令和2年度 R2.8.3
屋　　外 案内板（生物多様性） 1 平成26年度 H27.3.31

車両系 建設機械（バックホー）
クボタミニバック
ホー　U-20-3α

1 令和６年度
管理協定書第22条第1項
に基づく委託備品
（～R9.3.31）

R7.3.27

車両系
建設機械（バックホー）用
グラップル

㈱ 松 本 製 作 所
スーパーフォーク
疾風
HT－20

1 令和７年度 R7.12.20

車両系
小型貨物自動車

プロボックス神戸
400ほ2190

1 令和元年度 リース車両 R7.3

車両系 小型貨物自動車
トヨタ ダイナ2T
ローダンプ
XZU675D-TWMMY-S

1 令和６年度 リース車両 R6.11.1

車両系
軽四輪貨物車

トヨタ ピクシス
軽トラック
3DB-S510U 神 戸
480も5288

1 令和５年度 リース車両（R5更新） R5.12

車両系
軽四輪貨物車

スズキ エブリィ
軽バン
5BD-DA17V 神 戸
480も5307

1 令和５年度 リース車両（R5更新） R5.12
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車両系
軽四輪貨物車

スズキ エブリィ
軽バン
5BD-DA17V 神 戸
480も5308

1 令和５年度 リース車両（R5更新） R5.12

車両系
原動機付自転車 ヤマハ SA16J 三

木市う3341
1 平成16年度

車両系
原動機付自転車 スズキレッツ 三

木市免1126
1 平成29年度
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○兵庫県立三木山森林公園の設置及び管理に関する条例

平成５年３月29日条例第14号

改正

平成６年３月29日条例第５号

平成６年９月28日条例第34号

平成７年３月13日条例第４号

平成15年３月17日条例第７号

平成15年３月17日条例第29号

平成16年３月26日条例第７号

平成18年３月24日条例第２号

平成18年９月28日条例第53号

平成22年３月19日条例第６号

平成26年３月20日条例第８号

平成29年３月23日条例第７号

平成31年３月19日条例第５号

令和７年３月25日条例第10号

兵庫県立三木山森林公園の設置及び管理に関する条例をここに公布する。

兵庫県立三木山森林公園の設置及び管理に関する条例

（設置）

第１条 多様な森林を育成し、豊かな緑の中で勤労者をはじめ広く県民の文化活動及びレクリエー

ション活動の促進を図り、もって人と森林とのふれあいを深めるため、兵庫県立三木山森林公園

（以下「森林公園」という。）を置く。

（位置）

第２条 森林公園の位置は、三木市福井とする。

（業務）

第３条 森林公園は、その目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。

(１) 文化活動及びレクリエーション活動のために施設を利用させること。

(２) 文化活動及びレクリエーション活動を促進するため、講習会、研修会、展示会等の事業を

行うこと。

(３) 文化活動及びレクリエーション活動を促進するため、音楽、演劇、舞踊等に関する鑑賞会
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等を開催すること。

(４) 多様な森林を育成すること。

(５) 森林に関する知識の普及及び緑化に関する指導を行うこと。

(６) 森林に関する資料の収集及び情報の提供を行うこと。

(７) 前各号に掲げるもののほか、森林公園の目的を達成するために必要な業務

２ 知事は、森林公園の施設を、その目的を達成するために支障のない限り、その目的以外の目的

のために利用させることができる。

（施設の利用の許可及び料金）

第４条 別表に掲げる森林公園の施設を利用しようとする者は、知事の許可を受け、当該施設の利

用に係る料金を納めなければならない。

（許可の取消し）

第５条 知事は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前条の許可の全部又は一部を取

り消すことができる。

(１) 偽りその他不正の手段により前条の許可を受けたとき。

(２) 森林公園の設置の目的又は前条の規定により許可を受けた利用の目的以外の目的に森林公

園の施設を利用し、又は利用しようとするとき。

(３) 森林公園の施設若しくは設備を損傷し、又はそのおそれがあるとき。

(４) 森林公園の管理者の指示に従わないとき。

(５) 前各号に掲げるもののほか、森林公園の管理上支障があるとき。

（原状回復の義務等）

第６条 森林公園の施設を利用する者は、その責めに帰すべき理由によりその施設又は設備を滅失

し、又は損傷したときは、これを原状に回復し、又はこれに要する費用を負担しなければならな

い。

（管理）

第７条 知事は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項の規定により、森林公園の

管理を指定管理者（同項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせる。

２ 第４条に規定する料金（以下「利用料金」という。）は、指定管理者にその収入として収受さ

せる。

３ 利用料金の額は、別表に定める基準額に0.5を乗じて得た額から当該基準額に1.5を乗じて得た

額までの範囲内の額で、指定管理者が知事の承認を受けて定めるものとする。ただし、利便施設
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について、公募に付して、価格その他の条件が最も有利なものをもって申込みをした者に利用さ

せる場合にあっては、その者の申込みに係る価格に相当する額とする。

４ 指定管理者は、知事の承認を受けた基準により、利用料金の全部又は一部を免除し、又は返還

することができる。

（補則）

第８条 この条例に定めるもののほか、森林公園の管理に関して必要な事項は、規則で定める。

附 則

この条例は、平成５年４月１日から施行する。ただし、第４条から第７条までの規定は、同年５

月23日から施行する。

附 則（平成６年３月29日条例第５号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成６年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に

定める日から施行する。

(１) 省略

(２) 第２条の規定 平成６年６月１日

(３) 省略

附 則（平成６年９月28日条例第34号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成７年３月13日条例第４号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成７年（中略）６月１日から施行する。

附 則（平成15年３月17日条例第７号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成15年４月１日から施行する。（後略）

附 則（平成15年３月17日条例第29号）

この条例は、平成15年４月１日から施行する。

附 則（平成16年３月26日条例第７号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成16年４月１日から施行する。（後略）

附 則（平成18年３月24日条例第２号）
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この条例は、平成18年４月１日から施行する。

附 則（平成18年９月28日条例第53号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成22年３月19日条例第６号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成22年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に

定める日から施行する。

(１)・(２) （略）

(３) （前略）第29条中兵庫県立三木山森林公園の設置及び管理に関する条例第７条第３項にた

だし書を加える改正規定及び同条例別表１の部に利便施設の款を加える改正規定（中略） 規

則で定める日（平成24年３月規則第17号で、同24年４月１日から施行）

(４) （前略）第29条中兵庫県立三木山森林公園の設置及び管理に関する条例別表１の部の改正

規定（展示室及び森の小劇場に係る部分に限る。） 公布の日から起算して９月を超えない範

囲内において規則で定める日（平成22年11月規則第48号で、同22年12月18日から施行）

(５)～(８) （略）

附 則（平成26年３月20日条例第８号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成26年４月１日から施行する。（後略）

附 則（平成29年３月23日条例第７号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成29年４月１日から施行する。

附 則（平成31年３月19日条例第５号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成31年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に

定める日から施行する。

(１)～(４) （略）

(５) 第１条中使用料及び手数料徴収条例別表第１、別表第２並びに別表第４の15の部、36の部、

58の部(５)の款、64の２の部備考(１)、65の部備考３(１)並びに66の部備考１(１)及び備考３

(１)の改正規定並びに第２条、第４条から第15条まで、第17条から第45条まで及び第47条から

第55条までの規定 平成31年10月１日
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附 則（令和７年３月25日条例第10号抄）

（施行期日）

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。

別表（第４条、第７条関係）

１ 専用利用

区分

基準額

備考
開園時刻

から12時

まで

13時から

17時まで

18時から

閉園時刻

まで

開園時刻

から17時

まで

13時から

閉園時刻

まで

開園時刻

から閉園

時刻まで

音楽ホー

ル

円 円 円 円 円 円１ 入場料その他こ

れに類するものを

徴収する利用の場

合は、左欄に掲げ

るそれぞれの額又

は３により算出し

たそれぞれの額の

２分の３の額とす

る。

２ 商品の販売、宣

伝等の営業行為を

伴う利用の場合

は、左欄に掲げる

それぞれの額又は

３により算出した

それぞれの額の２

倍に相当する額と

する。

３ 音楽ホールを平

日に利用する場合

6,300 8,300 9,500 14,500 17,700 24,000

多目的ホ

ール

2,000 2,500 2,900 4,500 5,400 7,400

研修室 2,300 3,100 3,500 5,400 6,600 8,900

会議室 950 1,300 1,400 2,300 2,800 3,700

茶室 2,300 3,100 3,500 5,400 6,600 8,900

工作

室

Ａ 2,300 3,200 3,600 5,500 6,800 9,100

Ｂ 650 850 850 1,500 1,800 2,400

展示室 １日につき 6,400円

森の小劇

場

１日につき 2,800円

附属設備 別に規則で定める額
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は、左欄に掲げる

それぞれの額の範

囲内で規則で定め

る額とする。

４ 「平日」とは、

土曜日、日曜日及

び国民の祝日に関

する法律（昭和23

年法律第178号）に

規定する休日以外

の日をいう。

５ 音楽ホールを利

用して音楽、演劇、

舞踊等の催しをす

る場合で、次の各

号のいずれかに該

当するときは、左

欄に掲げる音楽ホ

ールのそれぞれの

額又は１若しくは

３により算出した

音楽ホールのそれ

ぞれの額に、当該

各号に定める率を

乗じて得た額とす

る。

(１) 練習のため

に利用すると

き。10分の７

16
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(２) 準備のため

に利用すると

き。10分の３

６ １又は５により

算出した額に50円

未満の端数が生じ

たときはその端数

を切り捨て、50円

以上100円未満の

端数が生じたとき

はその端数を50円

とする。

利便施設 使用料及び手数料徴収条例（平成12年兵庫県条例第12号）別表

第１土地使用料の款公衆電話所その他これに類するものの項又

は建物使用料の款専用使用の項の規定の例により算定した額

２ 共同利用

区分 基準額 備考

工作室 １人１回につき 150円 １ 小学校の児童及び中学校の生徒（これらに準ずる

学校の児童及び生徒を含む。）並びに就学前の者が

利用する場合は、左欄に掲げる額の２分の１の額と

する。

２ １により算出した額に50円未満の端数が生じたと

きはその端数を切り捨て、50円以上100円未満の端数

が生じたときはその端数を50円とする。
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○兵庫県立三木山森林公園管理規則

平成５年３月31日規則第50号

改正

平成５年９月21日規則第71号

平成６年10月14日規則第69号

平成７年11月１日規則第92号

平成15年３月31日規則第26号

平成16年３月31日規則第41号

平成18年３月31日規則第54号

平成24年３月30日規則第20号

平成26年３月31日規則第17号

平成31年３月29日規則第11号

令和７年３月31日規則第17号

兵庫県立三木山森林公園管理規則をここに公布する。

兵庫県立三木山森林公園管理規則

（趣旨）

第１条 この規則は、兵庫県立三木山森林公園の設置及び管理に関する条例（平成５年兵庫県条例

第14号。以下「条例」という。）第８条及び公の施設の指定管理者の指定等に関する条例（平成

16年兵庫県条例第２号）第４条の規定に基づき、兵庫県立三木山森林公園（以下「森林公園」と

いう。）の管理に関して必要な事項を定めるものとする。

（休園日）

第２条 森林公園の休園日は、次に掲げる日とする。

(１) 水曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日（以下

「休日」という。）に当たるときは、その翌日以降の日のうち休日に当たらない最初の日）

(２) 12月28日から翌年の１月４日までの間において、知事が定める日

２ 知事は、特に必要があると認めるときは、前項に規定する休園日を変更し、又は臨時の休園日

を定めることができる。

（開園時間）

第３条 森林公園の開園時間は、９時から21時までとする。ただし、知事は、必要があると認める

ときは、開園時間を変更することができる。
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（遵守事項）

第４条 森林公園に入園した者は、次に掲げる事項を守らなければならない。

(１) 所定の場所以外において喫煙し、又は火気を使用しないこと。

(２) 他人に危害を及ぼし、又は迷惑となるおそれがある物品又は動物の類(たぐい)を携帯しな

いこと。

(３) 騒音又は怒声を発し、暴力を用い、その他他人に迷惑を及ぼす行為をしないこと。

(４) 利用の許可が必要とされている森林公園の施設を許可なしに利用しないこと。

(５) 許可なしに、物品の販売、宣伝その他これに類する行為をしないこと。

(６) 許可なしに、宣伝文、ポスター、ビラ等を配付し、若しくは掲示し、又はくぎ等を打たな

いこと。

(７) 森林公園の施設に特別の設備、装飾等をしないこと（第９条第１項の規定により知事の承

認を受けて行う場合を除く。）。

(８) みだりに共用の場所に物品を放置しないこと。

(９) 前各号に掲げる事項のほか、森林公園の管理上必要な係員の指示に従うこと。

（入園の拒否等）

第５条 知事は、次の各号のいずれかに該当すると認める者に対して、入園を拒否し、又は退園を

命ずることができる。

(１) 泥酔者及び伝染性の疾患を有する者

(２) 前条の規定に違反し、又はそのおそれがある者

（利用の許可の申請）

第６条 条例第４条の規定により森林公園の施設を利用しようとする者は、兵庫県立三木山森林公

園利用許可申請書（様式第１号）又は兵庫県立三木山森林公園利便施設事業申請書（様式第２号）

（以下これらを「利用許可申請書」という。）を知事に提出しなければならない。ただし、工作

室の共同利用の場合にあっては、利用しようとするときに係員にその旨を口頭で申し出ることを

もって足りる。

２ 兵庫県立三木山森林公園利便施設事業申請書には、利便施設の利用計画を記載した図面その他

知事が必要と認める書類を添付しなければならない。

３ 兵庫県立三木山森林公園利用許可申請書は、森林公園の施設を利用しようとする日の１年前の

日の属する月の第１日曜日から受け付けるものとする。ただし、知事が管理上支障がないと認め

るときは、この限りでない。
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４ 利用許可申請書の受付時間は、９時から17時までとする。ただし、特別の理由がある場合は、

この限りでない。

（利用の許可の基準）

第７条 知事は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、条例第４条の許可をしないもの

とする。

(１) 公の秩序又は善良の風俗を乱すおそれがあるとき。

(２) 森林公園の施設又は設備を損傷するおそれがあるとき。

(３) 集団的又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になるとき。

(４) 前３号に掲げるもののほか、森林公園の管理上支障があるとき。

（利用の許可等）

第８条 知事は、利用許可申請書を受理した場合において、利用の許可を決定したときは、兵庫県

立三木山森林公園利用許可書（以下「利用許可書」という。）を当該申込みをした者に交付する

ものとする。ただし、工作室の共同利用の許可を決定したときは、利用券を当該利用しようとす

る者に交付するものとする。

２ 前項の場合において、知事は、森林公園の管理上必要があるときは、当該許可に条件を付する

ことができる。

３ 知事は、利用許可申請書の提出があった場合において、その内容が前条各号のいずれかに該当

すると認めるときは、その理由を付して当該申込みをした者に文書で不許可の通知をするものと

する。

（設備等の設置の承認等）

第９条 条例第４条の利用の許可を受けた施設に、特別の設備、装飾等をしようとする者は、あら

かじめ知事の承認を受けなければならない。

２ 前項の承認を受けた者は、その利用の終了後、速やかに当該設備、装飾等を撤去し、原状に回

復しなければならない。

（利用の変更）

第10条 利用許可書の交付を受けた者は、利用の内容を変更しようとするときは、あらかじめ兵庫

県立三木山森林公園利用内容変更承認申請書（様式第３号。以下「利用内容変更承認申請書」と

いう。）に、既に交付を受けた利用許可書その他知事が必要と認める書類を添えて、これを知事

に提出し、その承認を受けなければならない。

２ 知事は、利用内容変更承認申請書を受理した場合において、当該申請の内容がやむを得ないも

20



4/9

のであると認めたときは、これを承認するものとする。この場合においては、第８条第１項本文

及び第２項の規定を準用する。

３ 利用許可書の交付を受けた者は、その者の住所又は氏名（法人及び団体にあっては、所在地又

は名称）を変更したときは、速やかにその旨を知事に通知しなければならない。

（利用料金の基準額）

第11条 条例別表の規定により規則で定める額は、別表に定めるとおりとする。

（管理）

第12条 条例及びこの規則に基づく知事の権限のうち、条例第７条第３項本文及び第４項並びに次

条の規定に基づく権限以外の権限は、条例第７条第１項に規定する指定管理者（以下「指定管理

者」という。）が行うものとする。ただし、第２条第１項第２号の規定に基づく権限については、

指定管理者が、あらかじめ知事に協議して行うものとする。

（補則）

第13条 この規則に定めるもののほか、森林公園の管理に関して必要な事項は、指定管理者が知事

の承認を受けて定める。

附 則

この規則は、平成５年４月１日から施行する。ただし、第６条から第14条までの規定は、同年５

月23日から施行する。

附 則（平成５年９月21日規則第71号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成６年10月14日規則第69号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成７年11月１日規則第92号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成15年３月31日規則第26号）

この規則は、平成15年４月１日から施行する。

附 則（平成16年３月31日規則第41号）

この規則は、平成16年４月１日から施行する。

附 則（平成18年３月31日規則第54号）

（施行期日）

１ この規則は、平成18年４月１日から施行する。
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（経過措置）

２ 第１条から第37条までの規定による改正後の各規則（以下「改正後の各規則」という。）に定

める公の施設の休業日（公の施設がその業務を行わない日をいう。）及び開業時間（公の施設が

その業務を行う時間をいう。）については、改正後の各規則の規定にかかわらず、当該公の施設

の指定管理者が知事に協議するまでの間は、なお従前の例による。

附 則（平成24年３月30日規則第20号）

この規則は、平成24年４月１日から施行する。

附 則（平成26年３月31日規則第17号抄）

（施行期日）

１ この規則は、平成26年４月１日から施行する。（後略）

附 則（平成31年３月29日規則第11号抄）

（施行期日）

１ この規則は、平成31年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に

定める日から施行する。

(１) （略）

(２) 第１条から第８条までの規定、第９条中兵庫県立生活創造センター管理規則別表３の部の

改正規定、第11条及び第13条から第18条までの規定、第19条の規定（工業技術センターの使用

料及び手数料の額を定める規則別表第３試験機械の款波長分散型蛍光エックス線分析装置の項

の改正規定、同項の次に携帯型蛍光エックス線分析装置の項を加える改正規定、同款自動炭素

硫黄分析装置の項、液体クロマトグラフの項及びペプチド・糖類分取システムの項を削る改正

規定、同款食品物性評価装置の項の次に全自動アルコール分測定装置の項を加える改正規定並

びに同款ウェザオメータの項を削る改正規定を除く。）並びに第20条から第27条までの規定 平

成31年10月１日

(３) （略）

附 則（令和７年３月31日規則第17号抄）

（施行期日）

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。
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別表（第11条関係）

１ 音楽ホールを平日に利用する場合の利用料金の基準額

利用時間
９時から12

時まで

13時から17

時まで

18時から21

時まで

９時から17

時まで

13時から21

時まで

９時から21

時まで

基準額 5,100円 6,600円 7,600円 11,700円 14,200円 19,300円

２ 附属設備の利用料金の基準額

附属設備 基準額

楽器 グランドピアノ １台につき 8,300円

その他 コインロッカー １回につき 100円

双眼鏡 １台につき 550円

望遠鏡・三脚 １式につき 850円

備考 附属設備の操作及び搬入搬出並びにピアノの調律は、利用者が行うものとする。
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資料：管理水準書Ⅰ－１

（３）主な植栽木
名称 本数 取得年月 名称 本数 取得年月

ケヤキ 1 平成3年3月 エノキ 1 平成8年3月
クスノキ 27 平成3年3月 ケヤキ 1 平成8年3月
クスノキ 25 平成3年3月 ケヤキ 1 平成8年3月
ヒマラヤスギ 4 平成3年3月 エノキ 1 平成8年3月
ケヤキ 14 平成3年5月 ヤマモミジ 1 平成8年3月
クスノキ 7 平成4年3月 サルスベリ 1 平成8年3月
ケヤキ 3 平成4年3月 ヤマモミジ 2 平成8年3月
カイヅカイブキ 2 平成5年3月 ヤブツバキ 1 平成8年3月
クスノキ 1 平成5年3月 クスノキ 1 平成9年3月
クスノキ 3 平成5年3月 ケヤキ 1 平成9年3月
トウカエデ 1 平成5年6月 ケヤキ 2 平成9年3月
キンモクセイ 1 平成5年6月 ケヤキ 1 平成9年3月
エノキ 1 平成7年3月 コブシ 1 平成9年3月
ケヤキ 1 平成7年3月 ダイスギ 3 平成9年3月
ヤブツバキ 1 平成7年6月 ケヤキ 3 平成9年3月
ヤブツバキ 1 平成7年6月 ムクノキ 1 平成9年3月
ヤブツバキ 1 平成7年6月 エノキ 2 平成9年3月
ヤブツバキ 1 平成7年6月 コブシ 6 平成9年3月
ヤブツバキ 1 平成7年6月 ムクノキ 2 平成9年3月
コナラ 1 平成8年3月 エノキ 2 平成9年3月
ケヤキ 1 平成8年3月 ケヤキ 1 平成9年3月
エノキ 1 平成8年3月 ヤマモモ 2 平成9年3月
ムクノキ 1 平成8年3月 ヤマモモ 1 平成9年3月
コブシ 1 平成8年3月 ザイフリボク 1 平成11年3月
シラカシ 1 平成8年3月 シラカシ 1 平成11年3月
イヌシデ 1 平成8年3月 サザンカ 1 平成11年3月

イロハモミジ 2 平成8年3月 ※

のもの

寄植 ●R4実績
面積（㎡） 剪定（高木） 50本

アベリア 3,165.40 7,320㎡
ヒラドツツジ 2,431.31 施肥（1回/年） 7,320㎡
サツキツツジ 560.15
その他 1,163.80 ●R5実績
合計 7,320.66 剪定（高木） 50本

7,320㎡

（４）芝生面積 施肥（1回/年） 7,320㎡
面積（㎡）

大芝生広場 10,789 ●R6実績
イベント広場 4,665 剪定（高木） 50本
イベント広場周辺 926 7,320㎡
エントランス広場 10,073 施肥（1回/年） 7,320㎡
ピクニック広場 2,705
研修館周辺 1,063 ●R7実績
森の小劇場 340 剪定（高木） 50本
茶室周辺 196 7,320㎡
ウッディ広場 144 施肥（1回/年） 7,320㎡

計 30,901

（５）花壇面積
場　所 面積（㎡）

展示ホール前 20
カスケード横 24
イベント広場 10
プランター 50
森の小劇場 5

計 109

１本当たり５万円以上または直径10㎝以上

寄植剪定（刈り込み）（3回/年）

名称
寄植剪定（刈り込み）（3回/年）

寄植剪定（刈り込み）（3回/年）

場　所

寄植剪定（刈り込み）（3回/年）
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資料：管理水準書Ⅰ－２

　　木製遊具等

名称 数量

ロープウェイ 1

三角小屋 ウッドジム 1

大芝生広場 森の三角橋 1

木橋 6

上池橋 1

道標 1

テーブル・イス 8セット

東屋 2

ベンチ 50

　　その他遊具
名称 数量

ウッディ広場 トンネル 1

設置場所

ウッディ広場への道

バーベキュー広場

設置場所

（１）日常点検

ウッディ広場
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資料：管理水準書Ⅰ－２

（２）保守点検

設備名 備考 数量

540kVA　6600Ｖ

受電用キュービクル №１電灯用　1φ50kVA 1

受電用キュービクル 動力用　　　3φ150kVA 1

第２キュービクル 電灯用　　　1φ150kVA 1

第２キュービクル 動力用　　　3φ150kVA 1

第３キュービクル 電灯用　　　1φ20kVA 1

第３キュービクル 動力用　　　3φ20kVA 1

設備名 備考 数量

受水槽(上水１、井水１) 2

森の研修館東
上水送水ポンプ１、　 　井
水ポンプ（揚水ポンプ１、送
水ポンプ）

3

カスケード循環ポンプ 1森の文化館

森の研修館東

　　ア　電気設備保守対象設備一覧
設置場所

森の研修館東

　　イ　給水設備保守対象設備一覧
設置場所
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消防設備機器名 備考 数量

森の文化館 副受信機 30L 1台

差動式スポット型 31個

定温式スポット型 7個

光電式スポット型 60個

電鈴 6個

表示灯 6個

発信機 6個

専用電源（常用） 1式

消化器設備 22個

非常放送設備 1式

誘導灯設備 1式

スプリンクラー 1式

自家発電 １機

森の研修館 受信機 30L 1台

副受信機 30L 1台

差動式スポット型 19個

定温式スポット型 3個

光電式スポット型 8個

電鈴 2個

表示灯 2個

発信機 2個

専用電源 1式

消火器設備 7個

非常放送設備 1式

誘導灯設備 1式

森の茶室 消火器設備 6個

展望台 消火器設備 1個

森のクラフト館 消火器設備 4個

差動式スポット型 8

差動式空気管式 4

電鈴 2

発信機 2

バーベキュー広場 消火器設備 10個

屋外トイレなど 消火器設備 4個

防火水槽 3基

　　ウ　消防設備保守対象設備一覧
設置場所
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　　　空調設備
設備名 備考 数量

直焚二重効用冷温水器 日立製　AHU-FA-H60SA 2台

冷却塔 二重効用冷温水機用、低温型 2台

冷温水ポンプ 渦巻型65A×80A×600L/m×21m 2台

冷却水ポンプ 渦巻型100A×125A×1,150L/m×20m 2台

膨張水槽 開放100型　容量100L 1台

オイルギアーポンプ 1台

ユニット型空気調和機 垂直型 1台

ターミナル形空気調和機 1台

ターミナル形空気調和機 1台

ユニット型空気調和機 1台

ターミナル形空気調和機 1台

ターミナル形空気調和機 1台

ヒートポンプパッケージエア
コン

1式

屋外機 4台

屋外機 2台

森の研修館 ルームエアコン 天井ｶｾｯﾄ型4方向吹出ｼﾝｸﾞﾙﾀｲﾌﾟ 1組

ファンコイルユニット 天井ｶｾｯﾄ　12型 9台

ファンコイルユニット 天井ｶｾｯﾄ　2型 2台

ファンコイルユニット 天井ｶｾｯﾄ　4型 3台

ファンコイルユニット 天井ｶｾｯﾄ　6型 9台

ファンコイルユニット 天井ｶｾｯﾄ　8型 9台

冷温水ヘッダー ｻﾌﾟﾗｲﾍｯﾀﾞｰ　200A×3,300L 1台

冷却水ヘッダー 1台

エアー抜きヘッダー 1台

全熱交換器 天井隠ぺい型 9台

　　エ　設備点検対象設備一覧

設置場所

森の文化館
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　　　昇降機
型式・メーカー 備考 数量

森の文化館
ＶＦＧＬＢ－ＪＢ
750kg-45m／min

１台

　　　音響設備
設備名 型式・メーカー 数量

森の文化館 音響設備 ＴＯＡ㈱ 一式

（音楽ホール） グランドピアノ ヤマハCFⅢ １台

森の文化館

（多目的ホール）

　　　その他
設備名 備考 数量

第１駐車場横 入口ゲート １台

ロボットゲート 故障により代替要求中 １台

森の研修館 電話交換機 １台

一式

ロボットゲート

設置場所

設置場所

設置場所

ワイヤレスアンプ

33



　　オ　工具点検対象設備一覧

型式・メーカー 備考 数量

森のクラフト館 自動一面かんな盤 ㈱鈴三鉄工所　ＧＮ－35 1台

手押しかんな盤 ＴＡＫＡＧＩ　ＦＭ－12 1台

丸鋸昇降盤 横井工業㈱　ＡＢ－Ｄ－16 1台

集塵機 ムラコシ　MY200 1台

糸鋸盤(ｽﾀﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ) 旭工業　スクローラ800（大型） 5台

糸鋸盤(卓上ﾀｲﾌﾟ) 旭工業　ＡＦ－１　　 （小型） 5台

卓上ボール盤 ＮＡＫＡＮＥ　ＮＳＨ－８ 1台

ベルト研磨機 淀川電機製作所　YS-1N 1台

電気丸鋸　ｽﾀﾝﾄﾞ付 1台

卓上ボール盤 ＲＥＸＯＮ　ＲＤＭ－８０Ｎ 1台

丸のこ盤 KS-T-1300E 1台

バンドソー CB-75FA(3P)三相ほか 2台

角のみ盤 MH-30A 1台

糸のこ盤 旭工機GR-400 5台

万能糸鋸盤 旭工機ＳＣＲ－８０Ａ 5台

型式・メーカー 備考 数量

車庫倉庫 芝刈り機 キンボシﾗﾝﾅｰﾛｰﾀﾘｰRMS-521 1

乗用芝刈り機 アテックス 1

刈り払い機 R-26-2A他 7

チェンソー 新ダイワ　E1027TS200SP他 9

車名 登録番号 数量 取得年月日

小型貨物自動車 プロボックス 神戸400ほ2190 1 R7.3

小型貨物自動車 トヨタ　ダイナ2T ローダンプ
XZU675D-TWMMY-S 神戸400み6550 1 R6.11.1

軽四輪貨物車 トヨタ　ピクシス　軽トラック
3DB-S510U 神戸480も5288 1 R5.12

軽四輪貨物車 スズキ　エブリィ　軽バン
5BD-DA17V 神戸480も5307 1 R5.12

軽四輪貨物車 スズキ　エブリィ　軽バン
5BD-DA17V 神戸480も5308 1 R5.12

原動機付自転車 ヤマハJOG 三木市う3341 1 H16.05.18

原動機付自転車 スズキレッツ 三木市免1126 1 H29年度

建設機械(ﾐﾆﾊﾞｯｸﾎｳ) ヤンマーB-07 1 H05.12.03

建設機械(ﾐﾆﾊﾞｯｸﾎｳ)
クボタミニバックホー
U-20-3α 1 R07.03.27

建設機械(バックホ
ウ同グランプル)

（株）松本製作所
スーパーフォーク疾風HT-20 1 R07.12.20

種類

　　　電動工具
設置場所

　　　森林整備用機械
保管場所

　　カ　車両点検対象設備一覧
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資料：管理水準書Ⅰ－２

（４）巡視
行政財産目的外使用許可（令和７年度実績）
種別

85.00
(84.80)

m
m

8,167.71 ㎡

848.45 ㎡

13.00 本

17.00 本

5.00 本

2.00 本

5.00 本

5.00 本

2.00 本

40.69 ㎡

0.16 ㎡

1.00 本

1.00 本

37.00 m

1.00 本

97.48 ㎡

4,034.00 m

1.00 本

5,498.00 ㎡

33.00 ㎡

電気設備

支線
令和５年４月１日～令和10年３月３１日

支柱

本柱

西日本電信電話（株）兵庫支店

通信設備

その他 第１種電話柱（共架）

水道井戸敷

三木市長
引込み柱

令和５年４月１日～令和10年３月３１日

令和５年４月１日～令和10年３月３１日

第１種電話柱（共架）

神姫バス（株）

令和７年４月１日～令和８年３月３１日

埋設ケーブル

三木市長
（水道部）

第１種電話柱（共架）

令和６年４月１日～令和11年３月３１日

NPO法人ひょうご森の倶楽部 保管庫設置用土地

三木市長 令和６年４月１日～令和11年３月３１日 上水道水源地拡張用地

数量

神姫ゾーンバス（株）

令和５年４月１日～令和10年３月３１日

ＵＨＦアンテナ柱

埋設管等

標識柱

許可の相手 用途

特別高圧送電線鉄塔敷

許可期間

（株）ジェイコムウエスト神戸三木局

特別高圧送電線線下敷令和５年４月１日～令和10年３月３１日

（株）オプテージ

関西電力送配電株式会社姫路本部送
電用地グループ

第１種電話柱（共架）

第１種電話柱（共架）

地下埋設管路

令和５年４月１日～令和10年３月３１日

令和４年４月１日～令和９年３月３１日

関西電力送配電株式会社姫路本部配
電用地グループ

水平支線

バス停留所

令和５年４月１日～令和10年３月３１日
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資料：管理水準書Ⅱ－１

（６）住民参画の取組

   イ　三木山サポーター
（ア） 三木山サポーターとは
　　平成21年４月に発足した三木山森林公園を活動場所とするボランティアの総称であり、

（イ） 登録者数【令和７年度】
　　　・登録者数：183名　21グループ数（令和8年3月31日現在）
　　　・サポーター企画のイベント実施：12回

　個人及びグループ単位で登録。「人と森林との共生」を踏まえたうえで、良識に反しない
　限り自由であり、会費や会則を設けず、それぞれの自主自発的な活動を公園が支援する体
　制となっている。

・公園の管理運営についての協議、指導、助言
・県民の参画と協働による公園づくり推進のための事業についての協議、指導、助言

（エ）開催頻度
・協議会は年１回程度開催すること。
・日程調整は、指定管理者（事務局）が行うこと。
・この会議の運営にかかる費用は指定管理者（事務局）が負担すること。

   ア　運営協議会
（ア） 構成員
学識関係者、地域関係者の代表、ボランティア等活動関係者の代表、県、指定管理者等
（イ） 設置主体
指定管理者が主体的に設置し、企画・運営・連絡調整等を行う

（ウ）役割
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兵庫県⽴三⽊⼭森林公園 位置図
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令和６年度 外部評価シート 

 

施設名 兵庫県立三木山森林公園 指定管理期間 令和４年度～８年度（５年間） 

指定管理者 
公益社団法人ひょうご農林機

構 
選定方法 公募 

１ 評価項目ごとの評価（対象期間：令和４年～６年） 

評価項目 評価 

維持管理業務 

清掃及び設備保守管理については、県が定める管理水準を超える内容で実施してい

る。 

令和４年度から令和５年度に実施したアンケート（令和６年度はアンケート対象外）によ

れば、次のとおり高い評価を得ている。 

・屋内の清潔さ： たいへん満足・やや満足の平均 約98％ 

・屋外（トイレ）の清潔さ： たいへん満足・やや満足の平均 約 90％ 

来園者の大多数が清掃状況に満足していることが確認できる。 

要修繕箇所への対応も適切であり、施設の異常による事故は発生していない。 

日常的な巡回により林内の状況および危険箇所を的確に把握しており、危険木等が確

認された際には、来園者等の安全確保を最優先として、優先順位を踏まえた計画的な

伐採等を実施している。これらの取組により、安全確保に向けた適切な管理運営が行

われていると評価できる。 

運営業務 

職員・スタッフの対応については、令和４年度から令和５年度に実施したアンケート（令

和６年度はアンケート対象外）によれば、たいへん満足・やや満足の平均が約98％であ

る。日々の業務推進ができており、来園者への接遇について、ほとんどの来園者が満

足していることが確認できる。 

イベントや環境体験学習等の実施回数は、公園サポーターとの連携により、次のとおり

ほぼ計画どおりである。 

・令和４年度： 54回（計画59回） 

・令和５年度： 63回（計画64回） 

・令和６年度： 61回（計画62回） 

また、「施設全体の満足度」に関する令和４年度から令和５年度のアンケート調査では、

たいへん満足・やや満足の平均が約 98％である。 

園路沿いにおける修景の一環として、在来野草を用いた花壇植栽やツツジ等の低木植

栽に取り組み、生物多様性を楽しめる景観づくりに努力している点は評価できる。また、

これらの取り組みは森林公園の特性を生かした魅力向上にも寄与している。 

一方で、公園がこれまで蓄積してきた森林整備や生物多様性保全に関する取り組みに

ついて、来園者がより興味を持てるような情報発信の工夫には改善の余地がある。

30by30やネイチャーポジティブなど、生物多様性の重要性を分かりやすく伝える展示物

を、来園者の目に留まりやすい場所に増設するなど、情報提供の充実が望まれる。 

令和６年度アンケートによれば、２回以上の来園者が 76％を占めるリピーターの多い公

園であり、課題が顕在化していないとも考えられるが、初めて訪れる来園者にも理解し

やすい情報提供が求められる。全体の利用者数を増加させるため、SNSやホームペー

ジをより一層効果的に活用し、新規来園者の獲得に向けた取組が期待される。 

資料３ 
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利用状況 

来園者数は毎年 50万人を超え、安定した入園者を確保しているものの、近年は減少傾

向にあり、令和４年度と令和６年度を比較すると約７％減少している。 

異常気象の増加や環境体験学習への参加児童数の減少などが影響していると考えら

れ、コロナ禍以前から続く全体的な来園者数の減少傾向が示唆される。一方で、利用者

満足度が高くリピーターが多い点は評価できるが、今後は既存のリピーターを維持しつ

つ、新規来園者の獲得につながる取組の強化が求められる。 

来園者の分布は県内各地に及んでいるが、三木市内が約 18％、隣接市町が約 54％

（令和６年度アンケート）であり、近隣からの来園者が半数以上を占めている。今後は阪

神間への広報の強化に加え、単なる「近くて訪れやすい公園」ではなく、「森林公園とし

ての魅力」を伝えるため、来園者の立場に立った分かりやすい情報発信を工夫する必

要がある。 

また、現在取り組んでいる「企業の森づくり」参画企業との連携をさらに強化し、企業と

協働した広報・情報発信を通じて認知度向上を図ることが期待される。さらに、森林整備

や生物多様性保全など、森林公園ならではの特徴的な取組に関する情報発信の充実

や、公共交通機関での来園がより促進されるよう、地元自治体や企業等と連携した交通

アクセス環境の整備を進めることで、近隣地域に加えて県内外からの幅広い来訪者を

呼び込む努力が求められる。 

令和４年度から令和６年度における有料施設の稼働率は、リピーター利用の多いクラフ

ト館が約 98％、森の文化館の主要施設である音楽ホールが約 45％と、50％近い稼働

率を確保している。一方、茶室は約14％と低く、利用率向上に向けた抜本的な取組が課

題である。 

※稼働率＝利用件数÷貸出可能件数（施設利用可能日数×３時間帯）×100 

茶室の利用率が低い理由として、①駐車場から施設までの距離が長く高齢者が利用し

にくいこと、②利用者の多くが口コミによるものであり、施設の知名度が低いことが考え

られる。 

収支状況 

令和４年度以降、利用料金収入は計画を上回る数字を記録している。これは、平成 29

年度から令和２年度において利用料金が計画に達しなかったことを受け、適正な計画

設定や計画達成に向けた新たなサービスの向上、利用促進を図った結果である。 

運営体制 

予算の範囲内で 15 名のスタッフを配置し、支障なく運営している。危機管理マニュアル

を整備し、消防訓練も年２回実施している。森林整備や生物多様性保全等の事業に必

要な専門性を確保し、質の高い管理運営を継続するため、計画的な人材育成と技術向

上が求められる。 

その他 

レストランと密に意見交換を行い、魅力の向上や新規利用者の確保に向けた取組を積

極的に進めており、この連携体制は集客面でも有効であるため、今後も継続が望まれ

る。 

また、公園は加古川流域におけるジーンバンクとしての役割も果たしており、生物多様

性の保全に資する点は評価できる。 

一方で、園内の森林は高木化が進み、遷移が進行している状況にあることから、生物

多様性の維持・保全に向けて、低林化の取組をさらに広げることが求められる。 

 

２ 残りの指定期間における改善点 

来園者数は年間50万人近くを維持しているものの、近年は減少傾向にあり、目標である 60万人に達するため

には、周辺施設との差別化や積極的な情報発信など、さらなる工夫と取組が必要である。 

これまで SNS 等を活用した情報発信に取り組んできた点は評価できるが、閲覧数の向上や情報拡散に協力す

る利用者の増加を図るため、一層の工夫が求められる。その一環として、森林公園の特徴を生かした大型モニ

ュメントの設置など、話題性を創出する取組を検討することも有効と考えられる。これにより、認知度の向上と新

規来園者の獲得が期待される。 

今後は、森林公園の特徴である森林整備や生物多様性保全の取組をさらに強化するとともに、その価値を効果
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的に伝えるため、情報発信の方法を見直し、普及啓発の充実を図ることが重要である。こうした取組を通じて、

公園としての魅力を高め、より価値の高い公園づくりを進める運営が望まれる。 

 

３ 次期公募に向けた検討課題等 

 

（参考）兵庫県立三木山森林公園外部評価委員 

氏 名 主な役職 備 考 

武田 義明 神戸大学名誉教授  

田村 和也 株式会社里と水辺研究所 主任研究員 

NPO法人 こども環境活動支援協会 理事 

 

石丸 京子 兵協・尼協・阪神共同体 尼崎の森中央緑地パークセンター  

生物多様性チーフコーディネーター 

 

東方 利之 株式会社神戸新聞社 北播総局長  

１ 施設の老朽化への対応 

老朽化した施設について、修繕計画を明確化し、優先度を踏まえた計画的・効率的な実施が求められる。 

２ 情報発信の強化 

（１）SNS活用の幅を広げる取組を進めること。  

（２）話題性を備えたイベントを企画・実施すること。特に、森林整備、生物多様性保全、草原・水辺環境の復元な 

どの取組によって得られた知見や、公園が有する多様な自然環境は本公園の大きな魅力である。これらを 

分かりやすく解説するイベントは、本公園ならではの強みを活かした取り組みであり、魅力的な催しとして積 

極的に展開していくことが望まれる。 

（３）魅力的なイベントを通じて、参加者による SNS発信を促し、情報拡散による認知度向上と新規利用者獲得に

つなげる仕組みを構築すること。 

３ 公園の特徴を活かした管理業務の方向性 

通常の植栽管理に加えて、森林整備や生物多様性保全、草原や水辺環境の復元などの取組が含まれてい

る。これらは公園の特徴を形成する重要な要素であり、効率的で持続可能な管理を進めることが望まれる。 

４ 森林景観の魅力向上 

利用者目線で魅力ある森林景観を創出するため、枯死木撤去後の植生回復方針を明確に示し、市民団体等 

と連携した活動計画を策定するとともに、来園者への分かりやすい情報提供を通じて自然資源の価値や魅 

力を発信していくことが求められる。 

５ 光熱水費の高騰リスクへの対応 

広大な管理エリアを事業者負担としているため、料金高騰による支出増大のリスクを踏まえた対応策を検討

すること。 

６ レストラン事業者の安定確保 

立地条件により事業者確保が難しい状況を踏まえ、安定的な運営を可能とする方策を検討すること。 

７ 環境学習支援の強化 

環境学習を実施するにあたり、生物に精通したボランティアを養成する必要あり。 

自然博物館的な機能を有する学習フィールドとして、地域において重要な役割を担う本公園の特徴を生かし

た環境学習支援の強化が期待される。その一環として、生物に精通したボランティアを育成できる体制を整

備し、来園者に分かりやすい学習支援を提供できる仕組みを充実させることが望まれる。 

８ 自然共生サイトへの登録と企業連携の拡大 

自然共生サイトの認定を受け、企業との連携を拡大し知名度を上げていく。 

自然共生サイトの認定取得を目指し、公園の生物多様性の価値を明確化するとともに、企業との幅広い連携

を推進し、地域内外への認知度向上と協働の機会拡大を図ることが望まれる。 

９ 地域連携の強化 

  市内施設を結ぶ周遊バスの運行など、広域的な回遊性を高める取組を周辺地域の関係者と連携して検討す 

ることにより、地域全体の魅力向上と集客効果の増進につなげることが望まれる。 
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北村 健 NPO法人三木自然愛好研究会 理事長  

多田 和樹 ひょうご森のインストラクター会 社支部  

長池 陽作 三木市産業振興部 観光振興課長  

湯浅 洋司 三木市観光協会 事務局長  
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